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平成２８年 第３回 糸島市議会定例会 一般質問概要 

日程 順 議員名 件  名 

９月１２日 

（月） 

１ 藤井 芳広 これからの市民協働のあり方について 

２ 岡村 一伸 糸島市運動公園等の整備について 

３ 高橋 徹郎 
糸島市行財政健全化計画の補助金・負担金の見直しについて 

敬老祝金について 

９月１３日 

（火） 

１ 浦 伊三次 
特別支援学校の誘致について 

条例について 

２ 伊藤 千代子 

きららの湯の民間業者への無償譲渡の経過について 

林間施設の１０年間無償貸付の契約と解約の経過、市の責任について 

（株）環境技研の志摩師吉への移転について 

３ 栁 明夫 

地域経済振興策とプレミアム付き商品券、中小企業振興条例について 

市民の健康増進対策への財政支出ときららの湯無償譲渡について 

大石行政区へのゴミし尿運搬車庫建設問題 

９月１４日 

（水） 

１ 田原 耕一 
九州大学移転に伴う街づくりについて 

人口減少社会における労働力の確保策について 

２ 松月 よし子 

糸島市の子育て支援について 

糸島市子育て応援サイト「いとネット」と子育て支援情報の活用について 

放射性ヨウ素による内部被ばく防止について 

３ 那須 英仁 後期基本計画に於ける教育環境と小中一貫教育について 
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日程 順 議員名 件  名 要  旨 

９月１２日 

（月） 

１ 藤井 芳広 
これからの市民協働

のあり方について 

（１）市民協働の必要性・意義について 

（２）これまでと現在の市民協働が十分に機能しているかどうか。 

（３）これからの時代に求められる市民協働のあり方について 

  ①市民主導の市民協働について 

  ②課題解決型の市民協働について 

  ③市民協働における市職員の役割・あり方について 

（４）市民協働に関する課題とそれへの対応について 

２ 岡村 一伸 
糸島市運動公園等の

整備について 

（１）運動公園等整備構想概要について 

（２）財源の確保について 

（３）ＰＦＩ導入可能性調査報告書について 

（４）志摩・曽根体育館の廃止について 

（５）公共施設等総合管理計画との関連について 

３ 高橋 徹郎 

糸島市行財政健全化

計画の補助金・負担金

の見直しについて 

（１）補助金・負担金の目的を伺う。 

（２）補助金・負担金の見直しの目的を伺う。 

（３）今後のスケジュールについて伺う。 

（４）どういった見直しをするのか、中身について伺う。 

敬老祝金について 

（１）敬老祝金支給の目的について伺う。 

（２）敬老祝金に関して他市では見直しているところも見受けられる、このような見直しについて本

市の考えを伺う。 

９月１３日 

（火） 
１ 浦 伊三次 

特別支援学校の誘致

について 

（１）糸島市の考えを問う。 

（２）誘致する考えは有るのか。 

（３）誘致のための今後の行動について 
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日程 順 議員名 件  名 要  旨 

９月１３日 

（火） 

１ 浦 伊三次 条例について 

（１）条例とは何か。 

（２）誰が設置し、誰が破棄できるのか。 

（３）条例を違反した場合はどうなるのか。 

２ 伊藤 千代子 

きららの湯の民間業

者への無償譲渡の経

過について 

（１）市は、建設事業費８億３千万円、資産価値が２億７千万円のラドン温泉きららの湯の無償譲渡

先を、温泉やプール事業の実績がまったくない、会社を設立して２年の日食システム（株）に

決定した。その業者選定の経過について 

（２）応募資格には、「３千万円以上の資金をもち、かつ安定的な運営が継続できる法人であること」

と書いてあるが、日食システムの財政及び信用について 

（３）募集要項に虚偽記載は失格となっているが、虚偽・不正等のチェックの有無について 

（４）きららの譲渡計画を庁内で決定した時期及び政治的背景、法的整合性について 

林間施設の１０年間

無償貸付の契約と解

約の経過、市の責任に

ついて 

（１）昨年度１年間で、市の林間施設（二丈一貴山の保安林・約１９万平米、樋の口ハイランドの建

物３棟）を使って営業しているフォレストアドベンチャーの運営会社「パシフィックネットワ

ーク」（東京本社）が、賃貸料として市に払った金額はいくらか。 

（２）２０１２年３月２３日、市は、キャンプ場真名子木の香ランドと樋の口ハイランド公園の林間

施設と森林を、１０年間無償で貸す契約を、議会の議決を経て、福岡市のネイチャースピリッ

ト社と結んだ。（会社設立は契約１か月前の２月２２日）。しかし３か月足らずの７月４日、財

政上の理由で契約を解約し、東京のパシフィックネットワークと契約を結びなおす事態となっ

た。その経過と責任について 

（３）ネイチャースピリット社設立前の２月３日、市が指定管理者選考会を開き、ネイチャー社を選

定した責任について 

（４）市執行部による議会への虚偽説明と虚偽答弁について 

（株）環境技研の志摩

師吉への移転につい

て 

（１）市の幹部の給与が一般職員より高いのは、責任の重さにある。部長、課長で構成される開発審

査会で、業者の虚偽を見ぬけず、住民に多大な迷惑をかけているにもかかわらず、責任をとら

ない市の体質について 
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日程 順 議員名 件  名 要  旨 

９月１３日 

（火） 
３ 栁 明夫 

地域経済振興策とプ

レミアム付き商品券、

中小企業振興条例に

ついて 

（１）市民所得ひとりあたり３０万円増加（後期の長期総合計画）へ、市はどのような方策を考えて

いるか。 

（２）糸島市経済の内的循環を高める上で、産業ごとの特徴、改善すべきポイントをどうとらえてい

るか。 

（３）糸島市の市際収支から見えてくる所得増加戦略について 

（４）プレミアム付き商品券について 

（５）中小企業振興条例制定について 

市民の健康増進対策

への財政支出ときら

らの湯無償譲渡につ

いて 

（１）市民の健康増進対策ときららの湯の位置づけについて 

（２）無償譲渡先の選考内容について 

（３）譲渡先企業の受贈益への課税について 

大石行政区へのゴミ

し尿運搬車庫建設問

題 

（１）「田園居住のまちづくり条例」の趣旨は何か。 

（２）田園居住、良好な住環境を阻害する行為に、本条例はどう機能するか。 

（３）良好な住環境保持を訴える住民に市はどうこたえるか。 

（４）仮に条例や規定を遵守しない業者が委託を続けることはできるのか。 

９月１４日 

（水） 

１ 田原 耕一 

九州大学移転に伴う

街づくりについて 

（１）伊都キャンパスへの統合移転と経済振興策について 

（２）九州大学との連携協定について 

（３）前原北部のまちづくりについて 

人口減少社会におけ

る労働力の確保策に

ついて 

（１）市の生産年齢人口の推移について 

（２）糸島市総合戦略における「しごとづくり」の取り組みについて 

（３）市の労働力確保策・就労支援策について 

２ 松月 よし子 
糸島市の子育て支援

について 

（１）子育て支援プロジェクト（後期基本計画）について 

  ①基本的考え方と政策的狙いについて 

  ②新規取組みについて～「子育て環境の向上」の中で実施に至っていない２事業。 
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日程 順 議員名 件  名 要  旨 

９月１４日 

（水） 

２ 松月 よし子 

糸島市の子育て支援

について 

（２）市民満足度調査について 

（３）糸島市の子育て環境の現状把握について 

（４）子育て世代への支援（産前産後含め）の拡充の必要性について 

（５）ファミリーサポートセンターの検討について 

  ①過去のアンケート調査を踏まえて必要性の認識について 

  ②検討にあたってのワーキンググループ（仮称）について 

  ③検討から実行を目指すのか。 

糸島市子育て応援サ

イト「いとネット」と

子育て支援情報の活

用について 

（１）開設の目的、事業内容、事業の現状について 

（２）定住化の反響と成果について 

（３）子育て支援や教育環境情報などのお役立ち情報の発信について 

（４）「いとネット」サイトからの子育て支援情報ツールについて 

（５）子育て世代の定住化促進や市内在住の子育て情報ツールとして、当初事業目的の拡充を図るこ

とはできないのか。 

放射性ヨウ素による

内部被ばく防止につ

いて 

（１）安定ヨウ素剤と防塵マスク使用の効果について 

３ 那須 英仁 

後期基本計画に於け

る教育環境と小中一

貫教育について 

（１）今後小中学生の子供の数をどのように予測しているか。 

①将来予測される児童生徒の多いところ、少ないところがあろうが、どのようになっているのか。 

（２）全小中学校をコミュニティスクールに指定して、教育の振興を推進するとあるが、意義や役割

をどのように考えているのか。 

①推進することで、どんな成果が期待できるのか。 

②具体的に市民のかかわりをどのように想定しているのか。また、学校運営協議会の構成員、お

よびその役割や権限はなにか。 

③取り組む上での課題や対応はどうするのか。 
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日程 順 議員名 件  名 要  旨 

９月１４日 

（水） 
３ 那須 英仁 

後期基本計画に於け

る教育環境と小中一

貫教育について 

（３）異校種間の連携と、学校・家庭・地域の連携をどう取り組むのか。 

①幼保小中高大とそろう糸島市の中で異校種間の連携とはどんなものか。また、成果としてどん

なものが求められるのか。 

②特に小中との連携ではどんなことが可能になってくるのか。 

（４）通学区域の見直しや学校の統合の検討を進めるとは具体的にどう進めるのか。 

①国の小中学校の適正規模、適正配置に関する基準の見直しとはどんな内容か。 

②少人数学校の統合の必要性や課題について伺う。 

③多様性のある教育環境で教育を受ける権利を保障することは、児童生徒にとっては待ったなし

である。統合をどう具体的に進めるのか。また、いつごろを目途に着手されるのか。 

④対象となる通学区域の見直しや統合の対象となる学校区はどこか。 

（５）教育環境の充実として、核となる中学校のもと、複数の小学校と一体化し一つの学園として小

中一貫教育に取り組む方向もあるが、どのように考えるか。 

①一般論として小中一貫教育についてどのような認識を持っておられるか。 

②つくば市においては、全市で学園を形成した小中９年間の一貫教育に取り組んでいる。我が市

においても小中の連携を進めていく中で一貫教育に取り組むことは可能ではないか。 

③統合された環境で９年間の義務教育を一貫して行う小中一貫教育は、更に教育環境の充実につ

ながるのではないか。 

④統合を進める中で同時に小中一貫教育を検討してはどうか。 

 


